
                                      

酒々井町と東京電力パワーグリッド株式会社の 
ゼロカーボンシティの実現に向けた共創推進に関する協定の締結について 

2023 年 9 月 5 日 
酒々井町 

東京電力パワーグリッド株式会社成田支社 
 

酒々井町（町長：小坂 泰久）および東京電力パワーグリッド株式会社成田支社（支社長：鴨下 順司、以下「東電
PG」）は、「ゼロカーボンシティの実現に向けた共創推進に関する協定」（以下、「本協定」）を本日、締結しました。 
 

本協定は、酒々井町の 2050 年における脱炭素社会の実現に向け、環境・エネルギー分野における酒々井町と東電 PG の
連携を強化するものであり、相互の強みを最大限活かして地域課題の解決に協働し、脱炭素のまちづくりを推進するものです。 
 

酒々井町は 2023 年 2 月 28 日に「酒々井町ゼロカーボンシティ宣言」を表明し、酒々井の緑豊かな自然や恵まれた歴史・
文化などの地域資源を次代へと継承するために、環境負荷の少ない省エネ、創エネの取り組みを進めています。 

東京電力グループは 2050 年における CO2 排出量実質ゼロの目標を掲げ、ゼロエミッション電源の開発とエネルギー需要の
更なる電化促進により、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを始めており、酒々井町とともに相互に連携・協働し、共に
考え、共に創る「共創」により、具体的に以下の連携を進めてまいります。 
 
＜連携事項＞ 
（１）省エネ推進に向けた取り組みに関すること。 
（２）再生可能エネルギー等の地産地消、地域間連携、面的利用等に関すること。 
（３）まちづくりにおけるゼロカーボンの推進に関すること。 
（４）電化その他の脱炭素化に向けたエネルギー転換に関すること。 
（５）エネルギーレジリエンスの強化に関すること。 
（６）EV 普及に向けたインフラ整備の取り組みに関すること。 
（７）前各号に掲げるもののほか、ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組みに関すること。 
 
 酒々井町および東電 PG は、本協定の締結を契機に、様々な分野での連携を図ることで、酒々井町の 2050 年ゼロカーボン
シティの実現に向けて、主体的・総合的に取り組んでまいります。 
 
＜別紙１＞ゼロカーボンシティの実現に向けた共創推進に関する協定書 
＜別紙２＞酒々井町と東京電力パワーグリッドのゼロカーボンシティ実現に向けた共創推進の連携協定全体像 
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酒々井町と東京電力パワーグリッドのゼロカーボンシティ実現に向けた共創推進の連携協定全体像

• 省エネ推進に向けた取り組みに関すること
• 再生可能エネルギー等の地産地消，地
域間連携，面的利用等に関すること

• 電化その他の脱炭素化に向けたエネル
ギー転換に関すること

• エネルギーレジリエンスの強化に関すること

• まちづくりにおけるゼロカーボンの推進に関
すること

• ＥＶ普及に向けたインフラ整備の取り組み
に関すること

脱炭素化

レジリエンス強化

地域の課題解決

レジリエンス強化
◆災害に強いまちづくり
◆再エネ設備＋蓄電池の導入
◆災害時のEV活用

避難所

Ｖ２Ｘ

電化・エネルギー転換
◆高効率空調・給湯機器・熱源導入
◆EV・充電設備の普及

ＥＶ充電器整備商業施設

ヒートポンプ

蓄電池

ＥＶ ＥＶ充電器

ＥＶ

省エネルギー推進
◆高効率照明器具の導入（LED化）
◆建物のZEB・ZEH化
◆地域の省エネ意識向上

公共施設住宅
ZEBZEH

再生可能エネルギー等の活用
◆太陽光設備・蓄電池の普及促進
◆地域内再エネ設備の域内活用

ごみ発電

公共施設等太陽光発電

地域内分散電源 地域内再エネ電力消費
電力融通

課題解決
◆ゼロカーボンの推進
◆EV普及に向けたインフラ整備など

インフラ整備

ＥＶ

ゼロカーボン推進



酒々井町と東京電力パワーグリッド株式会社との 

ゼロカーボンシティ実現に向けた共創推進に関する連携協定締結式 

 

 

【左から、東電 PG 成田支社 鴨下支社長 、酒々井町 小坂町長】 


